
連絡黒板の電子化

教科係が授業後に明日の連絡を聞く

休み時間に教科係が、自分のタブレット

からシートに連絡事項を入力する

モニターに映し出された／タブレットに配信

された時間割を連絡帳に記入する

◆成果
2週間分の連絡黒板を電子化し共有することで、教科係の記入漏れ
を減らすことができた。また、連絡ファイルをいつでも閲覧することができる
ため、子どもたちは何度でも準備物などを確認することができた。

◆概要とねらい
本校ではタブレット端末を一日中、生徒が自由に使えるようにし
ているが、休み時間にもルールを守って活用できるようにしたいと
考えた。また、欠席生徒にもタイムリーに連絡を届けたいと考えた。
その手立てとして、これまで教科係が黒板にチョークで書いていた
連絡を電子化し、クラウド上で共有できるようにした。

◆生徒の手順
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◆準備物
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